
各    

 当社は、

基準日とする剰余金の配当を行うこと

せいたします。

 なお、

第 69

 

１．2018

基 準 日

1 株当たり

配 当 金

配当金の総額

効 力発生日

配 当 原 資

２．2019

1 株当たり年間配当金

 

３． 

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。
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基準日とする剰余金の配当を行うこと

せいたします。

なお、2018 年

69 回定時株主総会におきまして付議する予定で

2018 年 12 月期期末

 

基 準 日 

株当たり 

配 当 金 

配当金の総額 

効 力発生日 

配 当 原 資 

2019 年 12 月

 

株当たり年間配当金

 理由 

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

2018 年 12 月期の業績

と等により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

ました。 

このような状況と株主還元の基本方針を踏まえて

想の 1株当たり

とすることを決議いたしました。

また、次期（

円、年間配当予想

剰余金の配当（増配）

2019 年 2 月 13 日

基準日とする剰余金の配当を行うこと

せいたします。 

年 12 月期に係る剰余金

回定時株主総会におきまして付議する予定で

月期期末 配当の内容

決 定

2018 年 12

243

2019 年

利益剰余金

月期 配当予想

株当たり年間配当金 

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

月期の業績は、

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

このような状況と株主還元の基本方針を踏まえて

株当たり 20円から

とすることを決議いたしました。

また、次期（2019 年 12

円、年間配当予想 50 円とし、当期より

会 社 名

代表者名

問合せ先

（増配）及び次期配当予想

日開催の取締役会において、

基準日とする剰余金の配当を行うこと

月期に係る剰余金の配当につきまして

回定時株主総会におきまして付議する予定で

配当の内容 

定 額 

12 月 31 日 

25 円 

243 百万円 

年 3月 27 日 

利益剰余金 

配当予想の内容

第 2四半期末

25

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

は、売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

このような状況と株主還元の基本方針を踏まえて

円から 5円増額し、１株当たり

とすることを決議いたしました。 

12 月期）配当予想につきましては、第

円とし、当期より

会 社 名 

代表者名 

 

問合せ先 

 
 

及び次期配当予想

取締役会において、

基準日とする剰余金の配当を行うこと、及び次期配当予想を

の配当につきまして

回定時株主総会におきまして付議する予定で

記 

 

直近の配当予想

（2018 年

 

 

 

 

の内容 

四半期末 

5 円   

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

このような状況と株主還元の基本方針を踏まえて

円増額し、１株当たり

月期）配当予想につきましては、第

円とし、当期より 5円の増配

株式会社ＮＪＳ

代 表 取 締 役 社 長

（コード番号：

管理本部 

及び次期配当予想に関するお知らせ

取締役会において、下記のとおり

、及び次期配当予想を

の配当につきましては

回定時株主総会におきまして付議する予定であります。

 

直近の配当予想

年 11 月 8 日公表）

同左 

20 円

－ 

－ 

－ 

期 末

25

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

このような状況と株主還元の基本方針を踏まえて、当期の

円増額し、１株当たり 25円（中間配当を含む年間配当

月期）配当予想につきましては、第

円の増配といたします

2019

株式会社ＮＪＳ 

代 表 取 締 役 社 長

（コード番号：

 人事総務部

（TEL

に関するお知らせ

下記のとおり 2018

、及び次期配当予想を決議いたしましたのでお知ら

は、2019 年 3

す。 

直近の配当予想 

日公表） 

前

（

2017

円 

2018

末 

5 円   

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。

売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

期の期末配当金を

円（中間配当を含む年間配当

月期）配当予想につきましては、第 2 四半期末

といたします。 

2019 年 2 月

代 表 取 締 役 社 長  村 上 雅 亮

（コード番号：2325 東証第一部）

人事総務部長  小笠原

TEL：03-6324

に関するお知らせ 

2018 年 12 月

決議いたしましたのでお知ら

3 月 26 日開催予定の

前 期 実 

（2017 年 12 月期）

2017 年 12 月

194 百万円

2018 年 3 月

利益剰余金

年 間

50

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

対し長期的に安定した利益還元を行うことを経営の基本方針としております。 

売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は最高益となり

期末配当金を直近の配当予

円（中間配当を含む年間配当

四半期末 25 円、期末

月 13 日 

村 上 雅 亮 

東証第一部） 

小笠原 剛 

6324-4355） 

月 31 日を

決議いたしましたのでお知ら

日開催予定の

 績 

月期） 

月 31 日 

20 円 

百万円 

月 26 日 

利益剰余金 

 

間 

円   

当社は、安定した経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、株主に

 

売上高の増加に加え、生産性向上により利益率が改善したこ

は最高益となり

直近の配当予

円（中間配当を含む年間配当45円）

円、期末 25



 

（参考）年間配当の内訳 

 1 株 当 た り 配 当 額  

基  準  日 第 2四半期末 期 末 年 間 

次 期 予 想 

（2019 年 12 月期） 
25 円   25 円   50 円   

当 期 実 績 

（2018 年 12 月期） 
20 円   25 円   45 円   

前 期 実 績 

(2017 年 12 月期) 
20 円   20 円   40 円   

 
 

以 上 


